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オラトリオ

　

オ
ラ
ト
リ
オ
と
は
演
技
や
装
置
を

伴
わ
な
い
劇
音
楽
で
す
が
、語
源
は
オ

ラ
シ
ョ（
祈
り
）を
唱
え
る
と
こ
ろ
、す

な
わ
ち
礼
拝
堂
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

16
世
紀
ロ
ー
マ
で
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ネ
ー

リ
と
い
う
人
物
が
、神
秘
的
な
体
験
を

語
り
合
う
サ
ー
ク
ル
活
動
の
よ
う
な

集
会
を
始
め
ま
し
た
。当
時
カ
ト
リ
ッ

ク
の
典
礼
は
聖
職
者
だ
け
に
分
か
る

ラ
テ
ン
語
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、口

語
の
イ
タ
リ
ア
語
で
熱
く
語
り
合
う

彼
ら
の
活
動
は
、庶
民
の
教
化
を
強
め

た
い
教
会
に
と
っ
て
好
都
合
で
、こ
の
一

団
は「
オ
ラ
ト
リ
オ
会
」と
し
て
正
式
に

認
め
ら
れ
ま
す
。教
会
本
体
と
は
別
の

礼
拝
堂
で
活
動
し
て
い
た
た
め
、こ
の

名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

集
会
の
前
後
に
は
親
し
み
や
す
い

口
語
の
信
仰
歌
が
歌
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、や
が
て
こ
の
歌
は
凝
っ
た
も
の

と
な
り
、ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
も
の
も

増
え
、集
会
前
後
で
一
つ
の
話
と
し
て

繋
が
る
ド
ラ
マ
仕
立
て
の
も
の
が
生

ま
れ
て
、17
世
紀
に
は
劇
音
楽
の
ジ
ャ

ン
ル
と
な
っ
て
行
き
ま
す
。こ
の
イ
タ

リ
ア
式
オ
ラ
ト
リ
オ
は
主
に
イ
タ
リ
ア

語
、数
人
の
ソ
リ
ス
ト
と
合
奏
、2
部

構
成
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

18
世
紀
の
ヘ
ン
デ
ル
も
若
い
頃
は
こ

の
イ
タ
リ
ア
式
オ
ラ
ト
リ
オ
を
書
い
て

い
ま
す
が
、落
ち
着
い
た
先
の
イ
ギ
リ

ス
で
の
主
戦
場
は
オ
ペ
ラ
で
し
た
。た

だ
ロ
ン
ド
ン
初
期
に
書
い
た
７
場
の
劇

音
楽《
エ
ス
テ
ル
》を
、後
に
他
人
が
取

り
上
げ
て
評
判
に
な
り
、王
族
が
見
た

い
と
所
望
し
た
た

め
、彼
は
こ
れ
を
当

時
の
オ
ペ
ラ
と
同
じ

３
部
構
成
に
作
り

直
し
て
上
演
し
ま
し

た（
1
7
3
2
）。英

語（
自
国
語
）、ソ
リ

ス
ト
と
合
唱
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、3
部
構

成
と
い
う
新
し
い
形

の
誕
生
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は「
語
る
」演
劇
へ
の
検

閲
が
強
ま
っ
た
た
め
、規
制
の
対
象
外

で
あ
る「
歌
う
」劇
音
楽
オ
ラ
ト
リ
オ
の

需
要
が
急
速
に
高
ま
り
、ヘ
ン
デ
ル
は

オ
ペ
ラ
よ
り
儲
か
る
オ
ラ
ト
リ
オ
に
専

念
し
ま
す
。そ
し
て《
メ
サ
イ
ア
》や《
ユ

ダ
ス・マ
カ
ベ
ウ
ス
》な
ど
の
名
作
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
は
オ
ペ
ラ

の
3
部
構
成
を
取
り
な
が
ら
、個
々
の

場
面
で
は
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
↓
ア
リ

ア
↓
合
唱
と
進
み
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
伝

統
の
合
唱
を
生
か
す
仕
組
み
で
す
が
、

こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
受
難
曲
の
流
れ
を
汲

む
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。ま
た
ヘ
ン
デ
ル

は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
以

外
の
世
俗
的
題
材
を
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に

持
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ハ
イ
ド
ン
は《
ト
ビ
ア
の
帰
還
》

（
1
7
7
5
）と
い
う
2
部
構
成
の
イ

タ
リ
ア
式
オ
ラ
ト
リ
オ
を
作
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
演
奏
旅
行
先
の
イ
ギ
リ
ス

で
ヘ
ン
デ
ル
の
大
編
成
オ
ラ
ト
リ
オ
が

人
気
を
博
し
て
い
る
の
に
刺
激
を
受
け

て
、《
天
地
創
造
》（
1
7
9
8
）を
書
き

ま
し
た
。こ
れ
は
ド
イ
ツ
語（
自
国
語
）、

ソ
リ
ス
ト
と
合
唱
と
大
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
、３
部
構
成
と
い
う
ヘ
ン
デ
ル
型
の

オ
ラ
ト
リ
オ
で
す
。

　

続
い
て
ハ
イ
ド
ン
は
《
四
季
》

（
1
8
0
1
）を
書
き
ま
す
。こ
れ
は
世

俗
的
題
材
で
４
部
構
成
、し
か
も
第
３

部「
秋
」が
狩
と
酒
宴
の
場
を
持
つ
ス
ケ

ル
ツ
ォ
で
あ
り
、巨
大
な
交
響
曲
の
構

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。ハ
イ
ド
ン
の
筆

は
こ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

彼
が
残
し
た
多
様
な
形
式
は
、や
が
て

後
の
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
や
シ
ュ
ー
マ

ン
の
自
由
な
題
材
・
形
式
の
オ
ラ
ト
リ

オ
作
品
に
繋
が
っ
て
行
き
ま
す
。

ヘ
ン
デ
ル
の
改
革
：
２
↓
３

ハ
イ
ド
ン
の
挑
戦
：
２
↓
３
↓
４

カトリック信徒の集会の中で行われる修養の一つが時を経て
壮大な劇音楽に発展しました。オラトリオのルーツとは。
そして大作曲家たちによるオラトリオへのあくなき挑戦にまつわる3つのお話です。

毎回クラシック音楽にまつわるテーマに基づく３つの話をご紹介します。

オ
ラ
ト
リ
オ
と
は「
礼
拝
堂
」

をめぐる3つの話 文・三ヶ尻  正
        （ヘンデル研究・オラトリオ研究）

  オラトリオをめぐる紀尾井ホール公演

販売中
　　　
〔出演〕 
ハルトムート・ヘンヒェン（指揮）
イルセ・エーレンス（ソプラノ）
ベンヤミン・ブルーンス（テノール）
アンドレ・モルシュ（バリトン）
新国立劇場合唱団

〔曲目〕 
ハイドン：オラトリオ《天地創造》Hob.XXI:2  

紀尾井ホール室内管弦楽団
第121回定期演奏会

4/24●金
19：00開演 14：00開演

25●土

み  かじり ただし

ミケランジェロ 
システィーナ礼拝堂天井画『天地創造』
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紀尾井ホールにご支援いただいている企業および個人の方々です紀尾井ホールにご支援いただいている企業および個人の方々です

●特 別 協 賛　A.ランゲ＆ゾーネ／日鉄ソリューションズ／三菱商事
●みやび会員　伊藤忠商事／大島造船所／ＫＤＤＩ／菅原／住友商事／丸紅／三井住友銀行／三井物産／三井不動産／三菱商事／
　　　　　　　三菱地所／メタルワン　ほか匿名２社
●ひびき会員　オカムラ／きらぼし銀行／竹中工務店／山下設計
●みどり会員　青鬼運送／赤坂維新號／赤坂 エクセルホテル東急／今治造船／ヴォートル／エーケーディ／A.ランゲ＆ゾーネ／
NSシンフォニー・オーケストラ／NTTドコモ／荏原冷熱システム／鹿島建設／ザ・キャピトルホテル 東急／三協／清水建設／
上智大学／スタインウェイ・ジャパン／西武プロパティーズ／大成建設／高砂熱学工業／千代田商事／テェイスト･ライフ／
東芝ライテック／永田音響設計／日活アド・エイジェンシー／ニュー・オータニ／ハウス食品グループ本社／パナソニック／富士ゼロックス／
松尾楽器商会／三井住友信託銀行／三菱電機ビルテクノサービス／三菱UFJ銀行／三菱UFJ信託銀行／三菱UFJモルガン・スタンレー証券
／ミュージション／明治座舞台／ヤフー／ヤマハサウンドシステム／有帆
●あおい会員　青木陽介／石崎智代／磯部治生／井上善雄／片山能輔／久保祐子／栗山信子／近藤貴子／佐久間庸行／佐部いく子／
志立正嗣／清水 正／清水多美子／清水康子／鈴木 亮／高下謹壱／高橋義徳／外山雄三／鳥居荘太／中西達郎／西村剋美／原田清朗／
北條哲也／牧本惠美子／松枝 力／松本美恵／簑輪永世／陸田 実／村上喜代次／持留宗一郎／八木一夫／八木晶子／山内寿実   

ほか匿名20名　計103口

（五十音順・｢株式会社｣等表記及び敬称略） 2020年2月1日現在

アステック入江／五十鈴／NSユナイテッド海運／NSユナイテッド内航海運／エヌエスリース
／エヌテック／大阪製鐵／九築工業／草野産業／黒崎播磨／合同製鐵／
小松シヤリング／山九／産業振興／三晃金属工業／サンユウ／三洋海運／ジオスター
／日鉄ケミカル&マテリアル／日鉄ソリューションズ／新日本電工／スガテック／
大同特殊鋼／大和製罐／高砂鐵工／高田工業所／鶴見鋼管／DNPエリオ／テツゲン
／東海鋼材工業／東邦シートフレーム／トピー工業／日亜鋼業／日鉄SGワイヤ／日鉄環境
／日鉄建材／日鉄鋼管／日鉄鉱業／日鉄鋼線／日鉄鋼板／日鉄興和不動産／
日鉄テックスエンジ／日鉄ドラム／日鉄日新製鋼／日鉄物産／日鉄物流／日鉄物流君津
／日鉄物流八幡／日鉄保険サービス／日鉄ボルテン／日鉄溶接工業／日本金属
／日本触媒／日本鐵板※／濱田重工／富士鉄鋼センター／不動テトラ／
幕張テクノガーデン／松菱金属工業／三島光産／宮崎精鋼／吉川工業

日本製鉄　　　　　　　　　　　　　　　　  　  （2018年度、匿名一社除く）

（社名五十音順。｢株式会社｣等表記略）

※2019年7月1日よりNST日本鉄板へ商号変更

クァルテット・エクセルシオ
＋吉井瑞穂（オーボエ） ＆ 景山梨乃（ハープ）

紀尾井たっぷり名曲 2 長唄
「勧進帳」
杵屋勝四郎×杵屋勝国

11.28
●木

12.12
●木

12.13
●金

最 近 の 公 演 か ら

アントニオ・メネセスとチェロの名手たち 

2018
クリスティーナ・ランツハマー 
ソプラノ・リサイタル

11.26
●火

2018

ほかむら12.21●土
12.22●日 12.16

●月
紀尾井  明日への扉　

第26回 外村理紗
              （ヴァイオリン）

日鉄ソリューションズプレゼンツ
紀尾井クリスマスコンサート2019
歌で楽しむクリスマス２ 聖夜の奇跡

▲弦楽四重奏とオーボエ、ハープ

という前代未聞の組み合わせ。

現代曲でありながら、
どこかロマンチックな旋律が
聴衆の心をとらえて離しません。

◀綿密なリハーサルを重ねて、
信頼を寄せ合う出演陣です。

メネセスの円熟した温かい音色が、以前
よりもいっそう心にしみました。一夜限りのチェロアンサンブル
とは思えぬハーモニー、実力のあるメネセスゆかりのチェリス
トたちと、メネセスのお人柄の賜物。文句なしに楽しめました。

アンケートより

舞台では脇
に回りがちな演奏を集中して聴くと
違って響いてくるので、是非他の曲
も聴いてみたくなります。

アンケートより

13年ぶりの来日、日本リサイタルデビューを

飾りました。知的で奥深い詩の世界を
温かい歌声で包み込むようでした。

▶圧倒的な実力と
パッション。

共演を買って出た
伊藤恵さんも

唸る逸材です。




